
関東地方整備局

契約名
令和５年度　横浜技調水理実験場機械設備点検整備業務

調査を実施した業者名・住所
　株式会社横浜工作所
　神奈川県横浜市鶴見区生麦２－３－２９

項目 内容

１．その価格により入札した理
由

　本業務の入札金額を設定するにあたって、株式会社横浜工作所は、昨年にも同業務を受注し
ており、昨今の物価の上昇を踏まえ、昨年の同業務の見積より５％上乗せした。また、それに加
え今回追加された天井クレーン操作機能改良の見積を合算している。
　なお、入札価格の低減はされているものの、社員、並びに会社の存続に不利益とならない範囲
で価格設定されていることを確認した。
　上記内容により、提示された価格をもって落札者としても本業務の履行に影響がないと判断し
た。

２．当該契約の履行体制 　本業務は、機械関係、電気関係、天井クレーン関係の３つの役割に分けて実施を行う。それぞ
れの役割にリーダーが存在し、リーダーが各々の役割についての細かい指示まで行えることを確
認した。なお、過去の同業務についても、同じように人員を割り当てており、その際は10日ほどで
業務を終了させている。工期について確認したところ、10月の上旬に契約となっても特段問題な
いことを確認した。その他の履行体制についても、必要十分に人員が充てられており、支障はな
いと判断した。

３．当該契約期間中における
他の契約請負状況

・部品交換業務　 ２件
　（うち１件は履行期間外、うち１件は履行期間内であるが、本業務に影響ないことを確認した。）

４．国及び地方公共団体等か
ら過去において受注・履行した
契約件名及び発注者

　・金沢水再生センター雑排水ポンプ等修理工事（令和３年度）
　　（発注者：横浜市）
　・南部汚泥資源化センター所管南部水再生センター　送泥ポンプ等修理工事（令和３年度）
　　（発注者：横浜市）
　・旭工場排ガス処理設備等補修工事（令和４年度）
　　（発注者：横浜市）

　いずれも履行を問題なく完了させていることを確認した。

５．経営内容 　株式会社横浜工作所は、1920年に設立されている。主に各種船舶の修理及び整備（構内ドッ
ク・構外錨地等）、陸上プラント設備の製作、修理、整備、船舶の設計・建造・整備、舶用機器の
修理、整備、油圧ホースの製作及び販売、部品、機械製作加工、鋼構造物の設計・製造等長年
にわたって行っている企業である。

６．経営状況 　取引金融機関との状況確認
　・特に問題がないことを確認した。(調査対象者からの聞き取りによる)

７．信用状況 　取引金融機関へ状況確認
　・年によって売上額に波はあるものの、安定しており、赤字等は見られないため、銀行として特
に問題はないと見ている。
　規模に対して大きな不良債権も発生しておらず、借入状況についても、決められた範囲内で
行っている程度で留まっている。
　取引についても継続してやっており、信用に問題はないと見受けられる。

８．その他の必要事項 　特になし。

低入札価格調査の実施概要


